
第１回 鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会 

議事次第 

 

日 時：令和８年８月 27日（木）10時から 

場 所：鉾田市役所 福祉事務所２階 会議室 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長あいさつ 

４ 委員長あいさつ 

５ 議事 

（１）説明事項 

  ア 委員会の進め方 

  イ 現在の状況 

  ウ これまでの検討の経緯 

  エ 道の駅の概要 

（２）協議事項 

  ア 「道の駅」の基本計画コンセプト 

  イ 鉾田市にふさわしい「道の駅」のあり方  

６ その他 

７ 閉会 

  

【配布資料】 

資 料 １：鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会 設置要綱 

資 料 ２：鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会 委員会名簿 

資 料 ３：鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会 委員会資料 
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鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会設置に関する要綱 

 

（設置）  

第１条 鹿島灘海浜公園における拠点化の推進に向け、関係者の多様な観点から意見を聴取す

るため、鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会（以下、「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、市長の要請に応じ、次に掲げる事項について調査及び検討し、その結果を市

長へ報告するものとする。 

(１)鹿島灘海浜公園拠点化事業における道の駅の基本計画策定に関すること。 

(２)鹿島灘海浜公園拠点化事業における道の駅の整備・運営に関すること。 

(３)前２号に掲げるもののほか、鹿島灘海浜公園拠点化のために必要な事項に関すること。 

(組織) 

第３条 委員会は、委員 16人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

(１) 道の駅に関して識見を有する者 

(２) 市議会議員 

(３) 関係機関の役職員 

(４) アドバイザー 

(５) 関係地区の代表者 

(６) 市職員 

(７) その他市長が必要と認める者 

 (任期) 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から２年とする。ただし、前条第２項第２号に規定す

る者で、当該委嘱により任命されたものが当該職を離れたときは委員の職を失うものとし、委

員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 (委員長及び副委員長) 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、第３条第２項第１号の委員とする。 

３ 副委員長は、委員長が指名する者とする。 

４ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

 (会議) 

第６条 会議は、委員長が必要に応じて招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
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４ 委員長は、会議に必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、その説明若しく

は意見を聴き、又は必要な書類の提出を求めることができる。 

(守秘義務) 

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。また、その職を退いた後も同様と

する。 

(庶務) 

第８条 委員会の庶務は、建設部都市計画課鹿島灘海浜公園拠点化推進室において処理する。 

(その他) 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和８年７月 31日から施行する。 



    鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会　名簿

№ 所属及び役職名 氏名

1 　筑波大学 システム情報系 社会工学域 教授 　　岡本　直久

2 　鉾田市議会　経済建設常任委員会委員長 　　土子　勝也

3 　鉾田市議会　経済建設常任委員会副委員長 　　羽成　洋一

4 　ほこた農業協同組合　トータルサポート室長 　　石井　勉幸

5 　茨城旭村農業協同組合 管理課長 　　坂田　正幸

6 　鉾田市観光物産協会 事務局長 　　橋本　悦幸

7 　鉾田市健康づくり財団 常務理事 　　石﨑　正士

8 　鉾田農産物出荷組合長 　　遠峰　良蔵

9 　美食材の街 匠の会会長 　 　畠 　長弘

10 　鉾田市 下荒地区長 　　飯塚　信一

11 　鉾田市 岡堀米区長 　　額賀　 浩　

12 　鉾田市 副市長 　　小沼　喜勝

13 　鉾田市 政策企画部長 　　冨田　 茂

14 　鉾田市 市民部長 　　吉川　紀子

15 　鉾田市 環境経済部長 　　長峰　正一

16 　鉾田市 建設部長 　　竹内　正利

№ 所属及び役職名 氏名

1 　関東地方整備局 常陸河川国道事務所 計画課長 　　牧野　安伸

2 　茨城県 土木部 道路維持課長 　　杉山　浩康

3 　茨城県 土木部 都市整備課長 　　小沼　志乃武

4 　茨城県 鉾田工事事務所長 　　大和田　尚

5 　鉾田市 市民部 市民課長　 　　岡野　知子

【　委　員　】

【 オブザーバー　】

資料2



第１回 鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会



第１回 鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会



第１回 鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会



第１回 鹿島灘海浜公園拠点化推進検討委員会

面積:２０７.６０km2 人口:４５，３９３人（R8.7.31現在）

茨城県南東部に位置する鉾田市は、東は太平洋、北は涸沼、
南は北浦に囲まれた広大な平坦地を有しています。
メロン、イチゴ、トマト、さつまいもなどは、全国指折りの
生産地と言え、農林水産省の市町村別農業産出額（推計）の
「野菜」区分において、11年連続で全国１位となっています。
なお、東関東自動車道水戸線が、まもなく全線開通し、東
京・千葉方面からのアクセスの向上が見込まれます。

東関東自動車道

銚子

鹿島港

鉾田市

鹿島灘海浜公園
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前面道路（国道）の一定の交通量
・上下線の交通量は、１６，８４５台／日

広域公園としての集客力
・広大な敷地、イベントの拠点として多くの方々が利用

ロケーション
・徒歩で海にアクセスできるロケーション
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花の四阿

展望築山

休憩棟（売店、食堂）
売店利用者数 73千人/年

トイレ

ドッグラン 駐車場
小136台・大9台

国道５１号
交通量（上下計）16,845台／日

至 鹿嶋

至 水戸

管理棟（観光物産協会）

芝生広場

遊具広場

情報棟

←海水浴場（管理棟から約800m）
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一体型

単独型

図 整備主体と整備内容図 道の駅の機能など

出典：国土交通省道路局資料に加筆
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出典：国土交通省道路局資料
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【参考】
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過年度 鉾田市調べ
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１ 今より充実した飲食店（レストラン・食堂）
２ 今より大きな農産物直売所

３ 今より充実した遊具・アスレチック等
４ 道の駅

５ 温浴施設
６ 海が見渡せる建物

７ 今より充実したお土産売場
８ 広い花畑

９ バーベキュー施設
10 キャンプ場

11 今より充実したドッグラン
12 今より充実した休憩施設

13 レンタサイクル
14 キッチンカー

15 イベントが開催できる芝生広場の大屋根
16 今より大きな駐車場

17 プール
18 シャワー施設

19 虫取り等の自然体験ゾーン
20 スケートボードパーク

21 宿泊施設
22 特になし

23 マウンテンバイクコース
24 市民農園や農業体験施設

25 トイレ
26 Ｗｉｆｉスポット

27 日陰
28 木道

29 ペットと食事できる店
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道の駅 グランテラス筑西（茨城県筑西市）

出典：道の駅グランテラス筑西ホームページ
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道の駅 かさま（茨城県笠間市）

出典：道の駅かさま資料
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道の駅 常総（茨城県常総市）

出典：常総市ホームページ
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道の駅 小坂田公園（⾧野県塩尻市）


